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次　回
２月28日の
例　会

㉛和歌に詠まれた富士山
　我が国最古の歌集『万葉集』には、山部赤人の「天地の分かれし時ゆ神さびて高く貴き
駿河なる布士の高嶺を天の原ふりさけ見れば渡る日の影も隠らひ照る月の光も見えず白雲
もい行きはばかり時じくそ雪はふりける語りつぎ言ひ継ぎ行かむ不尽の高嶺は」とその反
歌「田子の浦ゆうち出でてみれば真白にぞ富士の高嶺に雪は降りける」や高橋虫麻呂の「なまよみの甲斐の国
うち寄する駿河の国とこちごちの国のみ中ゆ出で立てる富士の高嶺は天雲もい行きはばかり飛ぶ鳥も飛びも上
らず燃ゆる火を雪もち消ち降る雪を火もち消ちつつ言ひも得ず名付けも知らずくすしくもいます神かも石花の
海と名付けてあるもその山のつつめる海そ富士川と人の渡るもその山の水のたぎちそ日の本の大和の国の鎮め
ともいます神かも宝ともなれる山かも駿河なる富士の高嶺は見れど飽かぬかも」等富士山に関する和歌がいく
つか収められていますが、ここでは富士山を神秘的な存在の神の山であることが表現されています。
　この『万葉集』の山部赤人の反歌は、『新古今和歌集』や『百人一首』に「田子の浦にうち出でてみれば白
妙の富士の高嶺に雪は降りつつ」とされており、こちらの方がなじみがあるのではないかと思
います。
　その後、平安時代の９世紀から11世紀に富士山が噴火を繰り返すと、富士山に対する都の
人々の注目度は更に高くなり、和歌に多く詠まれるようになりますが、この時代の特色として
は富士山を神としてではなく、内から燃え上がるということから、恋愛感情に胸が燃えていた
り、心の内がくすぶっていることを表現する比喩に用いられたことで、延喜５年（905）に著
された『古今和歌集』にも富士山を恋に燃える感情の例えに用いた和歌が収められています。

★12 ： 30点鐘
★ＹＭＣＡ東山荘
★昭和の初期と現在
　齋藤　保君

週報
http://www.gotemba-rc.gr.jp/
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会　員　慶　事

●会員誕生日／２月23日　山口幸男君
　　　　　　　２月26日　稲葉博之君
●夫人誕生日／２月23日　勝又重春君　夫人　佳代子様

第2266回　例会プログラム

●例　会　場／ホテル御殿場館21
●開 会 点 鐘／12：30
●ロータリーソング／奉仕の理想
●内　　　容／学校で学べること学べないこと

会 長 挨 拶

欠席者（14名）

秋田悦夫君・石川又英君・勝又英男君
勝又安彦君・小早川豊一君・根上眞一君
長田富夫君・大和田浩二君・斉藤礼志君
渋谷　一君・菅沼　久君・豊山　篤君
土屋闊正君・山内強嗣君

 

58名 55名 41名 74.55％ 100％

会員数 出席者数 暫定出席率
出席計算に
用いた会員数

前々回の
確定出席率

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。

2/16の出席報告

国立中央青少年交流の家所長
服部英二様

高村　繁男



高村　繁男
臼井　良太
秋田　　敬

Rotary Weekly Report 2013.2.21 Vol.32

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

裾 野 R C
長 泉 R C
長 泉 R C
長 泉 R C

小早川豊一君
井上　元君
梶原一正君
内海隆治君

１月18日
１月23日
１月23日
１月23日

甲 府 R C
長 泉 R C
横浜本牧RC

大和田浩二君
斎藤　衛君
秋田　敬君

１月28日
２月１日
２月７日

1/31の
メーキャップ

INTERCITY MEETING
「日本のロータリーの原点から未来へ」

2012―13年度　国際ロータリー第2620地区　静岡第2分区

静岡第２分区　ガバナー補佐
稲葉良弥様

ＩＭ実行委員長　綾部哲雄様 ホストRC　三島RC　会長
小沼孝次様

ガバナー　髙野孫左ヱ門様

記念講演　静岡県立三島北高校　郷土研究部
「米山梅吉翁の業績」

次年度ガバナー補佐　伊藤雅之様 来賓　三島市長　豊岡武士様


